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学長再任 に当って

旭川医科大報 久 保 良 彦

このたび多 くの方々のご支持をいただき、再び学長

を務めることにな りました。 まことに光栄の至 りに存

じます と共に、その任の重さを想 うとき、胸 の塞がる

思いがいた します。4年 前の学長選挙に当り、学 長候

補適任者としての所信(検 討課題ないし到達 目標)を

選挙管理委員会に提出いた しました。それは委員会の

手により、学内の有権者に配布されましたので、 ご存

知の方が多いと思 います。 ここでその内容を項 目別に

整理いたしましたのが表1で あります。その時の所信

で触れ られてお らず、4年 間の学長在任中新たに加わ

った項目はあみかけで印されてお ります。

ご覧いただ きますよ うに、新たな企画に手がつけら

れたり、充実が計 られている項目の少な くないことに

気付かれると思います。 これ には医学教育関連では教

務委員会、とりわけ教育課程編成小委員会(い わゆる

2号 小委 員会)が 中心 となって医学教育の改革につい

ての機運が高め られて きた こと、平成10年 度の補正

予算で附属病院の再開発が認め られるという幸運に恵

まれた ことな ども大きな要因となってお りますが、何

よりも、本学教職員のみなさんが本学の発展を願 い積

極的に協調 ・推進いただいた結果であ ります。

今後重点目標とする項目を、わた くしなりに表2の

ようにとりr.げ てみま した。

教育関連ではア ドミッションセ ンターの設置が平成

14年 度の概算要求事項 になってお ります。今後 ます

ます大切になると思われる入学者選抜への対応を充実

させようとするものです。

卒前 ・卒後の医学 ・看護学教育、教 員の教育機能の

向上、あるいは地域医療従事者に対する生涯教育など

の推進をとりまとめて、調査 ・研究をお こな う、ある

いは調査 ・企画 ・実施するため、学内措置で医学教育

実践指導セ ンターが立ち上げ られてお りますが、今後

それ らの具体的な取 り組みが進められることにな りま

す。

研究面では学科 目 ・講座 ・大学院研究科の見直 しや

研究システムの再構築が喫緊の課題 とな りましょう。

それは国立大学の統合 ・再編や独法化な ど声はすれ ど

も ・向に正体の分か らない大きな問題がある現在、何

よ りも学内体勢の整備 と強化が重要 と考えられ るから

であります。折 りしも、教育基本法の ・部改正 によっ

てかな り自由な学内構成の改編が明春か ら可能 になり

ます。

附属病院の再開発は順次進められるものと思われま

す。 ここでは各診療科の支援のもと総合診療部 ・救急

医学講座(い ずれも新設、平成14年 度概算要求事項)、

および集中治療部が中心 となった地域医療総合セ ンタ

ー(仮 称)を 整備 し、専門的医療と有機的に結びつい

た全人的医療の実現 と救急医療体制の整備が計画 され

てお ります。その実現は、地域医療のみならず、本学

の卒前教育と卒後研修の一層の充実に大きな進展 をも

たらす ことになるでしょう。

さらに、 この地域医療総合セ ンターの機能にすでに

活動を始めてお ります遠隔医療 システムによる地域医

療支援、あるいは遺伝カウンセ リング等への対応や、

地域医療 ・福祉に対する予防医学的貢献などを併せ、
"必要な時

、必要な場所で、必要な最新の医療を"と

いう総合診療部を中核とする地域医療総合 システムの

構築を目指すことになります。

また、附属病院では診療科の増設、臓器別診療 シス

テムの構築 も急がれる課題であ ります。

さらに、全学的に共通する大きな課題 として、点検

評価 システムの確 、`疋があげ られ ます。国の第三者評価

機構による評価の実施もさることながら、今後大学の

透明性 と説明責任を果たすためにはおろそかにできな

い責務であ り、 また、本学の活性化にも欠かせないこ

とと思われ ます。

マスコミでも報道 されてお りますが、国立大学の設

置形態に関連する動 きが時の経過と共にその内容が変

り、漸次加速されて きてお りますなか、本年6月 文部

科学省か ら提示された、 いわゆる 「遠山プラン」は少

な くとも、大学関係 者には大きな衝撃をrえ たように

思われます。その内容について、 ここでは触れ ません

が、 いずれにしても、国立大学が自ら競争的環境を実

現 し、大学運営に社会の意見が反映する組織に作 り変

え、 自主 ・自律性とともに自己責任 を明確にする方向

で改 革を進めなければな らないということだと思いま

す。

大学改革を通 じ個性化 を図ることに加え、国立大学

の再編 ・統合の問題 も、本学 としての方針をどのよう

にするのか積極的に検討をすすめなければなりません。

教職員の皆様のご協 力 ・ご支援をいただ きながら、本

学の一一層の発展のため微 力を棒げたいと念じてお りま

す。
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表i学 長候補適任者としての所信

lI.9.5.20

ti.1a.(i.3(1Fh在 よでに追 加されたSl

l.医 学 教 育

1.入 試 制 度 の 改 革

推 薦 人学

社 会 人人 学 牡 別 枠 導 入

学 十 人学

AO入 試 一ア ドミ ッ シ ョ ンセ ン ダ ー設 置

2.卒 前 教 育 の 改 革

カ リキ コラムの改 革:ア ー リ ー エ ク ス ポ ー ジ ャ ー ・

チ ュ ー トリ ア ル シ ステ ム ・O

SCE・ ク リ ニ カ ル ・ク ラ ・一

ク シ ッ プ ・コ ア カ リキ ュ ラ ム

な ど

ス キ ル ズ ラ ボ ラ トリー

臨 床 指 導 教 授(助 教 授 ・講 師)

(4iJ(究f旨♪尊教 ♪受)

短 期 海 外 留 学(国 際 交 流)の 推 進

教 官 の 教 育 機 能 開 発(フ ァ カ ル テ ィデ ィベ ロ ッ

プ メ ン ト、FD)

3.卒 後 初 期 臨 床 研 修

'乞・看毎イヒiこ1「・艮す、 貝 イ本白勺イ本缶ljづく り

医'f=教 育 実 践 指 導 セ ン タ ー(2と も 関 連 して)

II.看護教育

教官の設備 ・カリキュラムの充実

大学院開設

m.研 究

研究括動の推進(時 限付 き特定研究 ゲループに

よるなど)

中・良研究施設の整備 ・充実

旭川医大フォーラム

雑誌 「旭川医科 大学研究 フォーラム1

情報処理セ ンター

IV.医 療

1.附属病院の経営改善と再開発

山全面改修 一ア メニテfの 向上

〔2)病床 有効利用 ・稼働率0)向 卜

(a)広域社会的サー ビスの向上

2.附属病院診療体制の再編 と機能強化

(P総 合診療部新設

;3

〔3診療科増設 ・臓器別診療システム

③特殊機能セ ンターの新設

健康科学広域医療情報センター

ラでフサポートセンター:麻 酔科、救急部、集

中治療部、r術 部な

どの統 合 ・効率化

循環器病センター

難病センターなど

遠隔医療セ ンター

地域医療総 合センター(仮 称)

総合診療部

救急部

集 中治療部

→地域医療総 合システムの構築

表2今 後 の重 点 目標(医 学 ・看 護 学)
'近接目標

以 ドの諸項目の内容の充実 ・改善およひ推進

〔教育〕

○ア ドミッションセ ンター →入試の改善

○教養教育

○ コアカリキュラムを中心 とした卒前教育

○スキルズラボラ トリー

○教官の教育機能開発(FD)

○臨床指導教官

○短期海外体験留学

○生涯教育

→医学教育実践指導センター

〔研究〕

○学科 目 ・講 座 ・大学院研究科の 見直 し、研究 シ

ステムの再構築

○ 大学院修1二課程(社 会医学系、 簗学 系)の 開設

○旭医人フォー一ラム

〔診療〕

○附属病院の経営改善と再開発

○診療科増設、臓器別診療システムの構築

:欝1細一一
〔全学〕

○点検評価システムの確立
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副学長再任所感

旭川医科刷 瓢 片 桐

この度副 学長 に再任 し、 更に2年 間微 力を尽 く

すことにな りました,何 卒よろしくお願い致 します。

最 近2年 間 には、医療技 術 の急 速な 発展、新 し

い情 報技 術 の発展、 高齢 化社会 の到 来によ り、 本

学にも構造改革、教育改革の波が押 し寄せています。

この 改革の波 は一層加速 し、明 治以降最 大 の人改

革 とな りましょ う、,この大学改革 を総括、 推進 す

る学長 を補 佐 し、 将来 を 見据 えて効 果的 な 大学 の

組織運営 に努め る所 存です,,

旭川医 大は、地域 社 会に 貞献 し得 る医 療 人、 医

学研究 者を養成する 尺学 と して成長 して 来ました。

大学 の設置 形態 等 の構造改 革が あろ うと も、地域

社 会への貢献 は これ か らの 大学 の発展 に重 要な位

置 を占める ことは 勿論です、,今世 紀は、 更に物 事

を地球 規模で考 え国 際的 に活 躍す る医師、 看護職

者の育成 が求 め られて います。

優 秀な成績 で 入学 した学 生諸 君は、iii_科人学 と

言う狭い単 一一な集 団内 にと らわれ ず、 視野 を広 く

して活 動す る ことを望み ます。現 在行われ て いる

各種 人学 者選 抜方法 によ り、学 力は もとよ り、地

域 社会へ関心 をもちなが ら、積極 的 に 責任感 を持

・って行動 し得る個性 豊かな 学生が 増加 し、視野 の

広 い 人間性 豊かな 医療 入に成長 さオ1ることを望ん

で います。

現 在新 カ リキ ュラム による医学 教育、看 護教 育

が進 行中で す。 医学 教 育につ いては、昨 年基本 的

で最小限必 要な教育内容(コ アカリキュラム)が 、

教 育 に関す る調査研 究 協 力者会議 か ら提 示 され ま

した、,このコ アカ リキ ュラムは、 某礎 と臨床 との

枠 を超 えた 型の統 合 カ リキ ュラム と医療参 加型 の

臨床実 習 を柱 と した内容で す。そ して これ らのコ

ア カ リキュ ラム とは別 に各大学 に特 長 ある選択履

修科 目の採 用が指 導 され て います。 これ らを受 け

て早急 に新 々カ リキ コ.ラム を編 成 し、 よ りレベ ル

の高い医師 の養成 をll指 します。

本学 での研究 は、 各講座 、学科llの 自由な 発想

に 支え られ て、 これ迄 に数 々の業績 が 発表 され て

い ます.優 れた研究 成 果は直 ちに世 界の研 究 者に

知れわ た り、 史 らな る発展へ利 用 され ます 。優れ

た研 究 は本 人の業績で あるばか りでな く、 大学 の

国際Lで の評価 に結び つき ます。 人学 の国際化 を

図るLに は研究活 動 の活性 化が 重要で ある と考 え

ています。 〉(研究括動に基づ いた学牛への対応 は、

感 受性豊 かな若 い頭脳 を刺激 し、学 生への教 育効

果 を高 ポ)るもの と思われ ます。現 在 大学 がすすめ

てい る研究 活動 の点検 評価 をも とに して 、研究 の

・層の推進を図ることを大きな課題 と考えています。

'学生諸君(乃毛・身の健康維 持 について は、保健管

理 セ ン タ・一σ)各医師、職 員が献 身的 にお 世話 して

お り、心 強 く感 じて いる と思われ ます。 又本学で

は学 年担 当制度 によ り、担 当教官 は勉強 は もとよ

り身辺 の諸問題 に親 身にな って相 談 にのって くれ

ます。 又学生課 には、なんでもr=相 談室があ り、

事務 職 員も献 身的 に相談 にの って くれ ます 。 又副

学 長室 においで にな って相談 される こ とを 大いに

歓 迎 します 、,若き 日の悩 み を克服 しな が ら、痛 め

る 人に全 人的 に対 応 出来る心 豊かな医師 ・看灘職

者 にな られ る ことを望み ます、,

21世 紀 は、各]の 優 れた点 を強調 する 世界、個

性 が重 ん じられ る 世界 となるで しょう。 自分 白身

で気付か なか った個 性 は、他 人と交って気 付 き、

み がかれ る ものです。学 生諸 君は学業 を深 め る と

u:に広 い範囲 の 人々と交流 を深 め、個性 豊かな学

生に育 って くれ る ことを望 んで います,,

1



病院長 に再就任 して

旭川医鰍 学副振 牧 野 勲

i

この度 、8月 且日付 で再度、病 院 長を拝 命 し、

任務 の市 大さと し1ま任 の重 さをあ らため て痛 感致 し

て居 ります。旭 川医科 大学 附属病 院は道 北 ・道 東

地域 の基幹病 院 として、20数 年間、 社会 に高 度医

療を提供する役 目を担 ってまい りました。 しか し、

本大学病 院が21世 紀 にふ さわ しい病 院 と して さら

に発展 を続 けるため に、よ り ・層の創意 と工 夫が

強 く求め られ てお ります。 本病 院は 目F、 再開発

中であ り、 この度、増築 新病棟 が完成 して供用 開

始 され ま したが、引 き続 き診療 業務 を継続 させな

が ら既 設病棟 、巾央診 療棟、 外来棟 の改築1:事 が

r定 されて お ります ので、 それ らに伴 う数 々のハ

ー ドルを越 えて行か なければ な りませ ん。 また、

再開発後は 診療体制 が臓 器別 ・機能 別にな ります

ので、 ソフ ト面での運 営 ・管 理体制 の強化 を図 る

必 要があ ります。'F成11年 に本 大学病院 の改 革5

力年計画案 が冊 戸と して まとめ られ 、教 育研修 、

医療、組織運 営、病 院経営 につ いて 、既 に改 善策

が提示 され てお ります。 今 後はそれ らにつ いて吟

味 と評仙 を加えなが ら、速 やかな実 現 に移行 す る

よ う努 力す る ことが必要 と考えます、,平成16年 か

ら義務化 され ます卒 業初期研 修 について は、 中央

での動 きに連動 しな が ら刻応 し、 また、 社会 問題

まで に発展 した医療事 故 について は防ll:対 策マ ニ

ュアルを軸 とした対策の強化 を図ることが重要です。

また、将来構想の内では総合診療、遠隔医療、救急 ・

ICU医 療、r防 医学 な どを有機 的 に結 合 した地域

医療総 合セ ン ターは地 域医療 対策 の面か らも注 目

され、 その実現 が待 たれ ます。 加 えて、 高度 先進

医療 の推 進は 大学病 院の使 命です ので、オ リジナ

ルな研究 を行 い、旭 川か ら情 報 発信す る こと も続

けな ければな りませ ん。 現在 、私 共は構造改 革の

激農 の影響 を うけな が ら、 大学病院 が抱えて いる

諸問題 を直視 し、それ らに対す る的確 な対応 が迫

られ てい ると 考え ます,こ のよ うな時 期 にお いて

病院長 の 責務 は極め て重 い ことを白覚 致 して お り

ます,本 学附 属病院 の発展 のため に皆様 のご指導

とお鞭燵 をお願い 申しあげ ます.

平成13年8月5il

恢潔 、

や　ごドホ　セ　 　　畢鰻 吊騨…1
●

騨===蹴 器=膿=鵜
漏 鷺 糟 繍 測 瀾 聞 繍 獺 刷 纏 ・鱗 鱒

鞭 鷲 贈 繍 禰 鵬 融 概 纈 糊 櫛 一 噂

鋤 順 欄 捌 趣 鞭 繍 慣 織 昏灘 鱒,

..鳩 　 }」 幽
、 △

、蟷 ∫ 税 鯉㌻
選 ・

デ'慨 継饗鱒撫騙 繊
戸

.ド 呼'菖 馬 鳳 晒 唱略 勉

・∴ 峯
、

幅,f騨 、㌧戦,'乱^,

嚢

撫 噛.

㎜L¥蹴雛偏

獅噺靹一一」

欄 柵 町 ㎜ 融

櫓 婦 糊 醗 唾

畷 鱒 珊 、

覧3璽1∫

・ ・1監認
`

へ 窃 鳶盟噺禽 六◎"億

1モ

:鵬 鍛 叢驚 膿驚 諜 箒誕
獣 糧 鱒 噸 靭'脳 髄 隅 ・妻唄 消

串 碧
一 」 ㍉ 璽1 ...一 ・"以}目

噸
一.一,ノ ・ 財月';

1塾い ざ 」
錨蟻 覧鰐 瞳 鞭 璽触 鰍 ∵ 一 蝋㌧

蝋耀麟議1懇騨 滞 　〃

制

、

櫨

猛

ー

猶
鴇

,
餐

一5一



米国医科大学クリニカル

クラークシップ視察と臨床実習改革

臨床実習委員会委賑 高 後 裕

平成12年11月 にモデル コア カ リキュ ラムが

提示 され 、臨床実 習 は、 前期 の重点 的 ロー テー シ

ョンとクリニ カル クラーク シップ(CC)の 導入、

後期の選択 カリキュラムの実施等が盛 り込 まれた。

本学では、平成11年 より新カリキュラムが導入され、

平成15年 にはそ の学 生が臨床実 習 に入 る。 教務委

員会(片 桐委 員長)と その下 部組織 であ る教育課

程編成 小委 員会(石 川 委員長)で は、急 遽 モデル

カ リキュラムに準 じた臨床実習導人が決定された。

そ の準備 のた め、 ワー キ ンググルー プ(WG)が

設置 され、国内の先進施設の視察が計画 され たが、

久 保学長 、松本事 務局長 の計 らいで、 米国 医科大

学 のCCの 現状 も視察 できる ことにな った。 視察団

は教官3名(高 後、坂本、原渕)、 事務官2名(小

松 、今井)か ら構 成 され 、 先方 の 内諾 を得 た米国

東海 岸の 医科大学3校 、 ボス トン市 ハーバ ー ド大

学マサチ ューセ ッツ総合病院(MGH)お よびタ フ

ツ大学医学部お よびニ ュー ヨーク市 アルバ ー ト ア

イン シュタイ ン医科大学 を選んだ。 期間は平成13

年3月4日 か ら10日 までであった。ボス トンが23

年 ぶ りの 大吹雪で 、 シカゴ の空 港 内のホテル に足

止め を くい、1口 半遅れ て翌H深 夜 に銀世 界のボ

ス トン空港へ着陸 した。

MGHの 朝は早 い。7時 に内科 ・消化 器科主任で

あるPodolsky教 授のお世話で、毎 朝行 われ るクリ

ニカル ク ラー ク シップ に参加 した。ハ ーバ ー ド大

学 の ク リニ カル ク ラー ク シ ップは3、4年 生 に附

属病 院であるBethIsraelDecones,Brigham,MGH

の3大 病院(全 部で2000床)に 分 かれて行われる。

統 一 した ガイ ドライ ンの もと、 各病 院の各科 に、

レジデ ン ト トレー ニ ング デ ィレクターが卒前お

よび卒後 臨床教育 を統括 し、学 生 ・研修 医 の教育

が お こなわれて いた。MGHで は内科 のCCに 参加

した。指 導医 と、2年 目レジデ ン ト(1名)、1

年 目 レジデ ン ト(い わ ゆ るイ ンター ン、2か ら3

名)、4年 目学 生(サ ブイ ンター ン、2名)、3

年目学生(2か ら4名)か らなるチームが複数あり、

前 日の夜 間救急 セ ンターか ら一般 内科 に入 院 した

新 患者 を、病棟 で回診 して いた。 患者 の紹介 は主

に1年 目 レジデ ン ト又 は4年 目学生(2名 で1年

目 レジデ ン ト1名 に換 算 して 当直 を担 当)が お こ

ない、指導医とともに、丁寧に患者の前で討論、

診察 しなが ら2時 間ほどベ ッドサイ ドでおこなわ

れた。学生は治療計画の策定に直接参画し、その後、

ほかの入院患者のカンファレンス、EBMに 基づい

た文献紹介などがお こなわれていた。午後には、

前 口予定であったタフツ大学を訪問、何とか図書

館長(電 子シラバス担 当)と1年 前にハーバー ド

大学から臨床教育担当として赴任 した副学長 とお

会いし、クラークシップの現状についてレクチャ
ーを受けた。タフツ大学は、伝統的に地域医療を

担う医師の養成が得意であるが、CCで はハーバ
ー ド大学方式を指導者とともに導入、新カ リキュ

ラムをスター トさせていた。翌日、ボス トンから

ニューヨークへ移動した。アルバー ト アインシュ

タイ ン医科大学では、内科臨床実習を長年担当し

ている教授、臨床医学教育担当副学長、卒後教育

担当副学長にお会いし、各々詳しい説明を受けた。

今回の視察を総合すると次のように要約できる。

①事 前 に、臨床 医学 入門、Problem-Based

Learningに(チ ュー トリアル)よ り、現場で患者

と接する際に必要な知識、思考方法を身につけさ

せる。②履修要綱を各施設、部門の実態にあわせ

て用意 し、確実に実行する。③3年 生はコア臨床

実習、4年 生は多様なプログラムか らの選択が基

本である。④参画した全員が相互評価をおこない、

速やかにフィー ドバックされる。⑤CCは 、大学の

規模、考え方によ り、外来(救 急)患 者先行(ハ
ーバー ド方式) 、入院患者先行の2種 類がある。

⑥施設の選定にさいし、熱心な人材の確保が重要

である。⑦4年 生の実習選択では本人の卒後 レジ

デン トプログラムの選択と関連するため、選択時

の指導が必要である。⑧各大学の現状に合わせた

独自カリキュラムの作成が必要である。

本学では、その後、WGでCC試 案が作成され、

原案は教授会で承認、臨床実習委員会において、

平成15年 施行に向け、細部の検討に入っている。

今後、関係教官、事務官、関連教育病院スタッフ

など多 くの方々の理解 と熱心な協力が不可欠であ

ろう。

以下に視察報告書の概要を添付するので参考に

していただきたい
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〈視察報告書(概 要)〉

期 間:'陶 」U3年3月4口 か ら3月10Ll

構 成 員:高 後 、 坂 本 、 原 渕(教 官3名)、 小 松 、

今 井(事 務 官2名)

施 設:ハ ー バ ー ド 大 学 医 学 部 マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 総

合病 院(ボ ス トン)

タ フ ツ メく学 医 学 部(ボ ス ト ン)

AlbertEillstei11医=E大 学(二 」 一 ヨ ー ク)

項 目

1)米 国 医 学 部 教 育 カ リキ.Lラ ム の 構 成 と 現 状

把 握

2)医 学 部 臨 床 教 育(ク リ ニ カ ル ク ラ ー ク シ ッ プ)

の 現 状 把 握

:i)医 学 部 卒 後 教 育(レ ジ デ'ン ト プ ロ グ ラ ム)の

情 報 収 集

視 察 内 容

ハ ー バ ー ド大 学 医 学 部 マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 総 合 病 院

卜分 な 設 備 と ス タ ・ゾ フ、 優 秀 な 学 生 の も と 、 完

奨 な プ ロ ゲ ラ ム が 整 備 さ れ て い る

Dハ ー バ ー ド 大 学 医 学 部 に お け る 臨 床 教 育 の オ

・一バ ・一ビ ュー一;ユ ニ ッ ト チ ー一フ が 全 般 の ク † リ

テ で・一 コ ン トLト ー ル を 常 に 行 っ て い た

2)ク リニ カ ル ク ラ ー ク シ ッ プ 現 場 視 察

卜分 な ス タ ッ フ 、 レ ジ デ ン ト、 イ ン タ ー ン

と 完 堕 な プ ロ グ ラ ム が 用 意 さ れ て い た

:i年ll学 生;2名 か ら4名 で 構 成 さ れ て い る

4年 目 学 生(サ ブ イ ン タ ー ン):2人 で1人 の イ

ン タ ・一ン に 相"i;2名 で 構 成 さ れ て い る

1年 目 レ ジ デ ン ト(以 前fン ターンとさ才1ていた);1名

2年 目 レ ジ デ ン ト;1名

AUmdillgPllysicial1;1名

til'S1(a/'llltrainingr.]ircrt(.,r([_snitChicf):各 禾十1こ1名

常 に 相 互 評 価;途 中 で フf一 ドバ ッ ク を 行 い 、 服

終 は コ ン ピ コ.・一 タ ・一 に 登 録 集 計

学 生 、 イ ン タ ー一ン 、 レ ジ デ ン ト、atellding

physicial1,cOllrsedire('t(♪rか ら構 成 さ れ て い る

タ フ ツ 大 学 医 学部

1)PBLカ リキ ュ ラム の 現 状 調 杳

PBLを 部 分 導 入;臨 床 現 場 へ の 直 接 参1川 に

必 須 の 考 え 方 の 構 築 をす る た め に 行 わ れ て

い た

2)ク リニ カ ル ク ラー クシ ップ の現 状

ハ ・一バ ・一 ド人 方 式 を 指 導 者 と プ ロ グ ラ ム と

共に導 人 した

AlbertEinstein医 科 大 学

D医 学 部 カ リ キ ュ ラ ム の 概 要

1,2年 生;講 義 とYL3L,lcM(lntcit(xhlcti()11

toclinicalmedicine)

3,4年 生:ClinicalClerkship

Illpatielltedllc`ttio11(入 院 患 者)が 先 行

(11arvard方 式 と 逆)

2)指 摘 されたクリニカル ケラー7シ ッフの現状と問題点

施 設よ りヒ ト、 つ ま り 人材の 確保 が重 要で あ る

各施 設 の 独 自性 を 尊 重 し 、 カ リキ ュ ラム は

関 連 病 院 で違 い あ る が 、 相 々:の競 争 原 理 が

働 いて い る

第 ・線病院はきわめて 多忙であることが問題である

3年 生;コ ア臨 床 実 習

4年 生:・ 部 必 修 、 大 部 分選 択(6カ 月)

卒 業後 の 希望 進 路 に基 づ い て選 択 指 導

3)・1年 生の選択の関連でレジデント教育の現状把握をllった

(ACGME(11Up//www.εtcgme.org.))

レ ジデ ン トプ ロ グ ラム は 各 施 設 の 貞任 で 川意

され 、ACGMEの ク ラ イテ リ ア を満 足 して い

る こ とを 認 証 され て い る

1年Hレ ジデ ン ト(1日 イン ター ン):直 接

専 門 分 野(内 科 、 外 科 等)の レ ジデ ン トゾ

ロ グ ラム へ 移 行 す る こ とが 多 い

ス ー バ ー ロー テ ー シ ・1ンプ ロ グ ラ ム も

用 意 さ れ て い る が 希 望Yは ほ とん ど い

な い との こ とで あ っ た

2、;i、4年]レ ジデ ン ト;専 門 分 野 の レ

ジデ ン トプUグ ラム で研 修 を行 う

※ レジデントフロゲラムは全国共通のマッチンゲーノロゲラムである

事 務 官 が み た 視 察 内 容 に関 す る 印象(小 松 、 今 井)

今 回 の 米 「剛矢科 大 学 ク リニ カ ル ク ラー ク シ ッ

プ 視 察 の 巾 で 、 特 に 印 象深 か 一)たハ ー バ ー ド

人 学 医 学 部 マ サ チ ュ ー セ ッ ツ総 合 病 院 に つ い

て 報 告す る

⊥.各 大学 に お け る 事 前 の レ クチ コ ア お よ び ケ

リニ カ ル クラー一クシ ップ等 の現 状 につ いて は 、

ビデ オ に収 録 した

2.ハ ・一バ ・一 ド大 学 に お け る ケ リニ カ ル ケ ラ ・一

ケ シ ップ の実 践 現 場 を視 察 して の 感 想 は 以

ドの通 りで あ る

(1)チ ・一ム 編 成 は 本学 の 場 合 は 現 状 か らみ て

1:夫 が必 要 で あ ろ う

(2)各 学年用 のカ リキ、1ラム等の整備が必須であ る

(3)チ ーム 診療 のた め の患 苦へ の同意 の とりつ け

がr寧 に行 われ て いた

(/1)チ ー ム診 療 の 際 の 必 要 機 器 が 整 備 され て い

た(特 に患 者 カル テ 及 び チ ー ム 内0)相 互 評

価(患 者診察 後0)チ ー ム ス タ ・ゾ ノに よ る フ

f一 ドバ ッ ク後)を 直 ち に コ ンピ ュ ー タに

登 録 の た め 各 病 室 前 に コ ンピ ュ ー タが配 置

され 有効 で あ った)

(5)教 育 カ リキ ュ ラム 、 臨 床 教 育 、 卒 後 教 育 を

効 率 よ く しか も系統 的 に 行 うた め、 本学 で

も ス タ ッ フ(教 官 、 医 員、 研 修 医)及 び 「重∫

務官)の 整備 、 充 実 が 必 要 と思 わ れ る。

※ こ の 件 に 関 して 収 集 し た 資 料 、 ビデ オ が あ

り ます の で 、 必 要 な 方は 御 連 絡 くだ さ い
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卒 業 生 の 動 向(看 護学科)
去 る3月23日(金)に 本学を卒 業 した69名 の

勤務(連 絡)先 は次の とお りです。

先細健務勤

院

院院)病病病院院院学山院院院院院院院山

院

院

院

院部病病病進永院病病病病病病病永院病病院病病北属属属(摩病属院属属属属院属属摩院病属属病属属市附附附学多院属附病附附附附病附附多病属附附属附附浜学学学大学病附学属学学学学属学学学属院附学学院附学学横大大大育所人字学大附大大所大大附大大大附病学大大所病学大大院学科科科教健科十大科学科科健科科学立科科学生大科科健幌大科科医大医医医道町保医赤道医大医医保医医大市医医大厚道医医市保札市道医医仁和幌幌川海野見木川海京北川川川幌川里浜幌本里川海幌幌川島立幌海手川成昭札札旭北端北H旭北東束旭旭旭札旭北横札[北旭北札札旭渡市札北岩旭

名

輩

了

香

り

子

恵

穂

美

了

紀

菜

華

子

矢

子

や

子

子

子

美

美

子

子

生

子

子

美

恵

美

里

子

子

香

絵の菜佐生理々由由啓倫由み和智奈恵加亜花康聡亜仁あ優智路称奈麻朝弥純菜亜幸真紅郁郁琴

氏

中

村

尾

川

田

田

村

瀬

瀬

玉

井

沢

施

]

間

浦

野

田

馬

野

卜

田

村

田

島

田

村

谷

了

又

中

河

部

田上谷

出

田

寺

中

成

西

野

早

平

福

藤

武

布

堀

本

松

水

峯

美

宮

村

村

山

吉

荒

池

岩

扇

金

川

出

旅

鳥

山

一
先細健務勤

院

院院病病

院

院

院

院

院

院

院

院

院

院

院

院

院病岡東病院病病病病病所病病病病病病病合艮一院属病属属院属院属属究属属院院院属属属属属総豆タ病院附も附附院病附病附附研院附附病病病附附附附附険伊ン属病学ど学学病属学会学学理病学学属属金学学学学院学
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外 国人留学生夏季オ リエ ンテ ーシ ョン実施 され る

8月17口(金)外 国人留学生夏季オリエンテーション及び交流会が実施され、在籍留学生11人 中6人 とその

家族5人 及び教職員が参加しました。

近郊の美瑛町の丘をめぐり、柳川お し花学園ではマグネット 、 『[『謙 ザ 。脚
付きの白いタイルやはがきに、乾燥した小さな押し花で模様を 鮒∴L騨 町、

作った り、絵を描いた りと、細やかな作業に苦戦 しながらも、 岬囑轍 ・

出来 ヒがりの美しさにご満悦でした。 繍

拓真館では、美瑛の丘の美 しさに魅せ られた、故前田真三氏

の写真の数々と、周 りの景色や花々に魅せられていました。

最後のふれあい牧場では、餌をねだってくる鹿や羊に、なご

やかな雰囲気になり、体験乗馬では中国で乗馬のベテランにな

ってお られる人の応援 と、暖かな見守 りの中で、 一人つつ乗馬

を楽 しんでいました。

(学生課)
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入院患者 さん とサマーコンサー ト

合唱部によるサマーコンサー トが7月13日(金)の 夕力、病院

ロビーで行われました。

このコンサー トは、日頃の練習成果を発表するとともに、入

院生活をおくっている患者 さんにひとときの憩いを味わっても

らおうと、 この時期に毎年企画されているものです。

ほぼ満席になったロビーに歌声が響き渡り、人院患著さん達は、

心地良さそうに聴き人っていました。(学 生課)
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一
皮膚科学講座 講師 山 本 明 美

皆様に紹介させていただきたい、私どもの

教室の一番の特徴は包容力のある飯塚教授と、

愉快な橋本助教授のもとで、教室員?:員 がの

びのぴと仕事をしているということです。他

大学の皮膚科の巾には教授の専門の領域に偏

った仕事をしているところも間々見受けられ

ますが、私 どもの教室では各人の興味に応 じ

た専門性が発揮されています。その一・端を紹

介させていただきます と、まず、飯塚教授は

尋常性乾癬iの病態解明を長年にわたって続け

られています。橋本助教授はライム病の世界

的権威で、テレビの全国番組などにも出演し

ています。講師の山本は角化異常症と病理組

織診断が専門で、 この分野ではかな り恐れ ら

れています。高橋講師はアポ トーシス、遺伝

子発現調節機構の専門家でインパク トファク

ターの高い雑誌に次々と論文を出しています。

浅野、和田、伊藤先生がひきいる悪性腫瘍班

は厚生省の悪性黒色腫の研究グループの班員

にも選ばれる、優れた診療実績を残 していま

す。坂井、中根、佐藤(恵 美)先 生はア トピ

ー皮膚炎、伊部先生は膠原病 を専門とし、多

くの患者さんに慕われています。浅野、深見、

高橋(一 郎)先 生は北海道で唯一の真菌研究

グループです。また、皮膚科全般の基礎知識

を身につける卒後教育システムも充実 してい

ます。毎週、臨床カンファレンス、病理組織

カンファレンスによって系統的な教育が受け

られ、皮膚科専門医試験の合格率は抜群です。

さらに私 どもの教室は、道内主要都市に多数

の関連病院を有 してお り、将来の就職先の心

配は全 くあ りません。人員はいつも不足 して

お り、入局して くださるかたはいつで も大歓

迎です。
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脅
生物学 助教授

立 野 裕 幸

地球温暖化防1トとサマー タイム

イン ド洋のダ イポールモー ド現 象 と呼ばれ る 大

規模 な気候変動 の影 響によ り、本州 各地は記録破

りの猛 暑であ る,、そ の反作川 もあって、北海道 は

比較的涼 しい夏にな った。 その北 の大学 にも、地

球温暖化 対策推進 大綱 に基づ き軽装励 行の案内が

きた。ポ スターで も1地 球 に1℃ 、寄 付 を1と1呼

びかけて いる。 軽装 して 冷房 温度 を高め(28℃

以 ト)に 設定す る ことで 、電 力エ ネルギ ーが節約

で き、それがC(')2の 排 出削減、 地球温暖化の緩和

につなが る とい うので ある、,軽装は実験 する にも

快適 であるので人歓迎 である。

地球温暖化 が進む と海水温 が 肚昇 し、 氷河や南

極 の 氷が溶 け、 海水 面が 高 くな ることは誰 もが知

る ところで ある。 特 に影響 が深刻な のは南太平洋

上の島国で、国1二が水没 しては 人変 と先進 各国 に

ll逐急 な対策 を求 めて いる。温暖 化 による気候 変動

は農業に も大きな打撃 をあたえ、 食糧不 足が今 ま

で以 ヒに悪化す る ことは間違 いな い。 と ころが、

地球温 暖化 に潜 む脅威は これ だけでな く、 日木 を

含む温 帯地域 の 多くの国で熱 帯病感染 の危 険度が

増 加する と1'想 されて いる。 熱帯病 の多 くは蚊 に

よって媒 介 され るが、蚊 は最低 気温が ・定以 上で

ない と生 き られ な い。た とえば 、マ ラ リアを媒 介

す るハマ ダラカは気温が常 に15.5℃ 以 ヒになる地

域だ けで しか繁殖で きな い ことが知 られ ている、,

温暖化が進めば蚊の生息域は高緯度地域にまで達 し、

熱 帯病 を蔓延 させる ことにな る。 つ らい寒 さも人

類 の健康 にとって大 切な ので ある。

温暖化対策 のため に各国政府 、産 業 界が 中心 と

なってエ ネルギ ー効率 を高める新技術 の開 発、風

力や太陽光 な どの代替エ ネルギ ー一の活川 を促 して

いる。Co2を 地中や深海 に封 じ込 める研 究 も行わ

れて いる。わ が国では1997年 の京都会議で先

進 国の温室効 果ガ ス(C⊂).,、 メタ ン、亜酸化窒素

を含む6物 質)の 総排出量 を、2008年 か ら2

012年 までの間に1990年 レベルから6%削 減、

とす る数値 目標 が定め られた(京 都議 定書)。 こ

の[標 を達成す るためには軽装 して冷房温度 を1

℃ トげただ けで は焼 け石 に水で ある。 そ こで、政

府 は1地 球環境 と夏時間 を考える国民会議1を 設

置 し、サマー タ イム(夏 時間)制 度 を導入 して国

民の ライフスタイルの省エ ネルギ ー型への変革 を

検 討 している。

サマー タ イム制度 はデ イライ ト ・セ イビング ・

タ イム(DaylightSavillg"1'imc)と も1呼ばれて

お り、 日の 出が早 まる4月 か ら10月 の期間中、

時 計の針 を1時 間進 めて、夕方 の明るい時間を増

や そ うというものである。資料 によると、現 在、

赤道 直 トの国 々を除いた世 界70力 国以Lで この

制度 が導人 されて いる。 わが国で も昭和23年 に

導 入 された ことが あるが、十分な議論 がな されな

いままの導人であったために反対意 見が 多くな り、

昭和27年 に廃止 され た。 ところが、最 近の調査

によれば サマー タイム制度導入 に賛成す る意 見が

過.,数 を超えてお り、地 球環境保護 に関する国民

の意 識 も高 くな っている。サマ・一タ イム制度 には

省エ ネルギーや温室効 果ガ ス削減効果 のほかに、

家族 とふ れあ う時 間が増 え る、明 るい時間に帰宅

で きるので交通事故が減 少 し女性 にも安 全、 とい

ったメ リッ トもある。一方、労働強化につながる、

日本 人の特性 として 明るい うち に職場 か ら帰 りづ

らい、年2回 時計 を直す のが面倒 とい う意 見 もあ

るが、 問題 を先送 りに して次の 世代 に大 きな付け

を回す ことがな いよ うに しなければな らない。f

供た ちを見て いてそ う思 う。
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